
概要

本研究は、高強度レジスタンス運動前の高カカオチョコレート摂取
が運動後の動脈スティフネスに及ぼす急性効果を検討することを目
的とした。

従来、レジスタンス運動は筋量や骨密度の維持・向上に有効とされ
る一方、高強度の場合、運動直後に動脈スティフネスを一過性に増
加させ、心血管への負荷が懸念されている。本研究では、嗜好品で
ある高カカオチョコレートを用い、レジスタンス運動による動脈ス
ティフネスを抑制できるかをランダム化クロスオーバー試験で検討
した。

結果として、高カカオチョコレート摂取試行ではレジスタンス運動
30分後および60分後において末梢動脈を含む全身性の動脈スティフ
ネスが有意に低下した。これにより、一過性の高強度レジスタンス
運動による動脈スティフネス増加の軽減や安全な運動処方への応用
が期待される。
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